
アドミッション・ポリシー

　【入学者受入れの方針】
　理工学研究科は，理工学分野に強い関心と基礎的能力を有し，将
来，専門知識と技術を活かして，技術革新を牽引し，文化の進展に
寄与することにより，人類の福祉に貢献できる技術者・研究者となる
意欲のある学生を求める。

【入学者選抜の基本方針（入試種別とその評価方法）】
＜一般入試＞
　口述試験，面接及び書類審査により，英語による語学力，志望す
る教育分野に関連する科目，修士論文及び入学後の研究計画につ
いて評価する。
＜社会人特別入試＞
　口述試験，面接及び出願書類により，志望する教育分野に関連す
る科目，学術論文，業績報告書，特許等の研究業績及び入学後の
研究計画について評価する。
＜社会人早期修了入試＞
　口述試験，面接及び出願書類により，志望する教育分野に関連す
る科目，学術論文，業績報告書，特許等の研究業績及び博士論文
作成計画書について評価する。
＜外国人留学生特別入試＞
　口述試験，面接及び出願書類により評価する。口述試験及び面接
においては，博士後期課程の教育を受けるために必要となる語学
力，志望する教育分野に関連する科目，修士論文及び入学後の研
究計画について行う。

【求める資質・能力】

基盤的能力

　【学修成果】
　理学及び工学の分野における研究及びそ
の普及・解説の基盤となる豊かな学識や，
様々な課題の解決に必要となる，学問分野
を問わない俯瞰的，大局的な視野を身に付
けている。
　原著論文を理解し，また研究成果を発信
するための基礎となる英語力を身につけて
いる。

　【到達指標】
・理工学研究・普及の基盤となる豊かな学識
・原著論文を理解するための読解力・論理
的思考力・語学力
・研究成果を発信するための表現力・語学

　【求める資質・能力】
　理工学を中心とした広範な学問分野について広く知識を修得する
意欲を持つとともに，修士課程修了相当の基礎学力として，理解力，
論理的思考力，表現力を身に付けている。

専門的学識

　【学修成果】
　専門分野における世界水準の理工学研究
の成果と手法を理解する能力，及び理工学
研究を基とした高度の専門性を要する職業
に必要な能力を身に付けている。

　【到達指標】
・先端的な理工学研究の成果と手法を理解
する能力

　　【求める資質・能力】
　理工学分野に深い興味を持ち，それらの専門研究を通して専門的
知識と応用力を身に付け社会で活躍する意欲を持っている。

倫理観

　【学修成果】
　研究倫理に関する規範意識を身に付けて
いる。

　【到達指標】
　研究倫理に関する規範意識を持ち，倫理
に従った研究活動が行える。

　【求める資質・能力】
　社会の一員としての責任感や倫理観を持って主体的に研究し，科
学技術の健全な発展に貢献しようという意識を持っている。

創造力

　【学修成果】
　先行研究を踏まえて独自の研究を計画，
推進するとともに，その成果を学術論文など
にまとめ発表する能力を身に付けている。

　【到達指標】
　研究計画能力，推進能力，及び成果発信
力

　【求める資質・能力】
　地域社会や国際社会に貢献するために，未知の問題や最先端の
問題に挑戦しようという旺盛な研究意欲や柔軟な思考力を身に付け
ている。
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大学院の目的　（大学院学則　第２条） 研究科（専攻・プログラム）・学環（プログラム）の教育研究上の目的

　本学大学院は，学術の理論及び応用を教授研究し，その深奥を究め，又は高度の
専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い，文化の進
展に寄与することを目的とする。

　理工学研究科は，理工学及びその関連分野の学術的な理論及び応用を教授研究し，
その深奥を究め，高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識，卓越した能
力，及び倫理観を培い，自然科学及び科学技術の発展に寄与することを目的とする。

　【学修内容】
　研究の遂行に際して法令を遵守することを含め，研究倫理に関する規
範意識を身に付ける。

　【学修方法】
　各種講習会の受講又はｅラーニング教材による学修により行う。
研究科共通科目「長期インターンシップ」や「プレFD」により，社会とのか
かわりを学び，職業意識や倫理観を身に付ける。

　【学修成果の評価方法】
　実施内容に応じて，レポート，教材の修了により評価する。

　【学修内容】
　先行研究を踏まえて独自の研究を計画，推進，及び成果発表する能
力を身に付ける。

　【学修方法】
　研究の実施，論文執筆，学会・研究会での発表により学修する。
大学院共通科目「学際融合発表演習Ⅰ・Ⅱ」において，成果発表を行な
い，幅広い視野から自身の研究を見直す。

　【学修成果の評価方法】
　各分野の教員が，最終試験，発表及び執筆した学術論文により評価
する。

　【修了認定・学位授与の方針】
　理工学研究科博士後期課程では，本研究科で掲げる教育上の
目的に基づき，各プログラムにおける所定の課程を修め，以下に
示す学修成果を上げたものに，教育分野に応じて博士（数理情
報学），博士（理工学），博士（理学）又は博士（工学）の学位を授
与する。

　【教育課程編成方針】
　理工学研究科博士後期課程では，修了認定・学位授与の方針に掲げ
る４つの能力を学修するため，体系的な教育課程を編成する。
　【教育課程実施方針】
　３年間の学修を通じて，学生が主体的・能動的に学ぶことができるよう
な教育課程を実施する。授業科目としては，必修の大学院共通科目，選
択必修の研究科共通科目に加えて，プログラム専門科目として必修科
目の演習・特別研究の他，自プログラムの講義科目，他プログラムの講
義科目を選択することにより行う。その評価は，各能力における学修成
果の到達目標に対する達成度について，客観的な成績評価基準に基づ
いて行う。

【到達目標及び到達指標】 【学修内容，学修方法及び学修成果の評価方法】

　【学修内容】
　理工学の各分野あるいは医学薬学との境界領域において，新たな問
題を発見し解決するための基となる知識及び大局的な視野を身に付け
る。

　【学修方法】
　自プログラム又は他プログラム開講科目を学修する。研究科共通科目
で異分野の知識や技能を修得する。

　【学修成果の評価方法】
　各授業科目の教員が，試験，レポート，発表により評価する。

　【学修内容】
　自プログラムの専門性の高い授業科目を学修するとともに，学術論文
の講読や学会等への参加により研鑽を積む。演習等において指導教員
と意見交換を行いながら，博士研究を計画・推進し，研究成果を学術論
文としてまとめ，発表する。

　【学修方法】
　自らの研究テーマに関連した授業科目を学修するとともに，学術論文
等の講読や学会等への参加により学修する。

　【学修成果の評価方法】
　各分野の教員が，最終試験，発表及び執筆した学術論文により評価
する。


